
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

冬の空 母の大声 猛ダッシュ（３年児童作）～校内持久走大会～ 
17 日（火）は校内持久走大会でした。好天に恵まれ、絶好のマラソン日和となりました。トラックの周

りや沿道では、大勢の保護者、地域の皆様の声援が、児童たちの背中を後押しし、児童たちの走りにも熱が
入りました。お陰様で、一人ひとりが日頃の練習の成果を発揮し、完走することができました。 
特に、２年生河野太志さんが大会新記録を、４年生河野紗良さんが大会タイ記録を樹立するという立派な 

成績を収めました。おめでとうございます！温かい声援を送っていただいたみなさん、走路の安全確保に御
協力いただいたＰＴＡ役員のみなさん、本当にありがとうございました。 

 

最悪を想定し、最善を尽くす（正しい知識と備えを）～防災参観日～ 
22 日（日）は、防災参観日でした。防災発表会、講演会、防災学習体験会と様々な活動を行いました。

防災さんぽで気付いたことを地図に書き込んで防災マップを作成し、発表しました。講演会では、様々な災
害に対する正しい知識と備えの大切さを分かりやすく、教えていただきました。防災体験会では、災害に遭
った時に役立つものを考えたり、段ボールベッドや発電機、投光器の紹介などの災害備品を紹介していただ
いたりしました。保護者のみなさんのみならず、地域や関係諸機関の方々など、多くの方と交流することが
でき、有意義な時間となりました。災害時は家族のみならず、隣近所の方々と協力し合って命を守っていき
たいと思います。これからも保護者や地域のみなさんと一緒に防災学習を進めていきたいと思います。よろ
しくお願いいたします。 
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地域とともに        校長 坂本 新一郎 
 コロナ禍のため内容を縮小して開催した「立間防災フェスティバル」でしたが、たくさんの保護者や地域
の皆さん、関係諸機関の方々に参加していただき、実り多い活動となりました。防災マップの発表会では、
地域の方々からの貴重な情報やアドバイスなどもいただくことができ、講演会では、立間地域における自然
災害発生時の対策や防災・減災への備えなどを学ぶことができました。 
さて本校では、防災マップ作りは単なる防災知識の習得だけではなく、郷土に愛着を持ち、自然と向き合

う正しい姿勢を身に付ける重要な活動であると位置付けています。その際に重要となってくるのが「地域と
の連携」です。子どもたちは地域を知る大人との交流を通して、郷土への誇りや愛情を育み、その地に住ま
う知恵を授かります。『学校と地域が同じ方向性を持って子どもを育む環境を整える』『学校と地域が、共に
災害に向かい合い、自ら行動を取ろうとする姿勢の醸成に取り組む』ことが、将来、立間を支える人材の育
成につながると信じています。 
５つの小学校が統合した後も、中心となって「立間っ子」を見守り、育んでくださるのは、立間地域の皆

さんであると確信しています。そのつながりを絶やさぬためにも、今後もより一層、地域との連携を図って
いきたいと考えています。ご協力をお願い致します。 


